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要旨

現在、園における運動指導は、専門の指導者による一斉指導により行われている場合が多い。し

かし、一斉指導がもつ指導内容以外の活動や動きの制約、指示された運動ができた時のみの賞賛、

自主性の低さによる意欲の低下といった特徴は、子どもたちが興味ある遊びを繰り返す中で動きを

獲得し、発達、洗練させていく過程にはそぐわない。そこで、本稿では、園において実施されてい

る運動指導やそこで得られる基本的動作や運動能力について、現在までに得られている知見とその

課題を先行研究から整理し、幼児がより多くの基本的動作を獲得し、体力・運動能力を発達させる

ための運動指導の方法について、今後の展望を示すことを目的とした。運動能力の発達やその動き

の獲得を促進するには、指導の形態に関わらず、子どもたちの興味を掻き立て、動機づけを高め、

自主的な試行錯誤が行われていく適切な活動の場（機会）を提供しながら、普段の遊びでは出現す

ることの少ない動作も含めたより多くの基本的な動作を引き出す意図的な働きかけあるいは指導が

必要になることが示された。そして、このような働きかけや一斉指導を保育現場で実際に活用する

には、1）子どもたちが出現機会の少ない動きを経験できる自発的な遊びを導く働きかけ、2）様々

な動きを継続的に経験させ、その動きの洗練化を促す働きかけ、そして3）運動への動機づけを高

める楽しく、遊び心のある画一的でない一斉指導、といった具体的な方法を確立させ、それらが子

どもたちに多くの基本的動作を獲得させ、その質や運動能力を向上させたかについて、長期にわたっ

て観察していくことが必要であると考えられた。
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1. 緒言

幼児期に経験する身体運動は、生涯における心身の健康や発育発達に大きな影響を及ぼす1）。中

でも、神経系の発達が著しい幼児期に様々な基本的動作を経験することは、その後のより複雑で多

様な動きや洗練した動きの獲得を容易にし、体力や運動能力を総合的に高める2）。しかし、現在、

幼児期の子どもの身体運動には、スポーツテストのパフォーマンスのような量的な低下3）とともに、

基本的動作の動作様式のような質的な低下4）がみられ、その運動習慣や体力・運動能力にも、「運

動をする子ども・しない子ども」「体力・運動能力が高い子ども・低い子ども」の二極化傾向がみ

られる5, 6）。

このような状況から、多くの園では身体運動の重要性が認識され、保育時間内に運動指導を実施

しているところも多い7）。そして、その約7割は、運動を専門とする外部派遣講師によるある特定

の運動能力を伸ばす目的をもつ一斉指導である8）。これは、運動の一斉指導が、各々の子どもの好

む活動が異なることで、その運動経験の偏りが指摘されている自由遊び9）に比べ、彼ら全員に同じ

運動を同じ過程の中で繰り返し行わせることができる利点を持つからと考えられる。

しかし、実際には、保育の一環として運動の一斉指導を頻繁に行う園よりも、その頻度が少ない

園の方が子どもの運動能力が高いことや、指導者が活動内容を決めて運動を行わせる園よりも、子

どもたち自身が活動やそのやり方を決めて遊んでいる園の方がその運動能力が高くなることが報告

されている8, 10）。これは、一斉指導の内容やその実施方法が１）子どもの活動や動きを制約し、指

導内容以外の活動や動きを経験しにくくする、２）自主性が尊重されず、受け身の活動になること

で意欲が低下する、３）指示された運動ができた時のみ褒められる、ことに起因すると指摘されて

いる8, 11）。

幼児期の子どもの生活では、保育所や幼稚園などの保育施設で生活する時間が1日の大半を占め

る12）。そのため、子どもたちに様々な基本的動作を経験させ、その能力の発達を促すには、園にお

いて動きの量や質を高める活動を保証することが重要となる。そこで、本稿では、園において実施

されている運動指導やそこで得られる基本的動作や運動能力について、現在までに得られている知

見とその課題を先行研究から整理し、幼児がより多くの基本的動作を獲得し、体力・運動能力を発

達させるための運動指導の方法について、今後の展望を示すことを目的とした。

2. 幼児期における運動の意義

2-1. 身体をコントロールする能力の獲得

我々の身体は、器官によってその発育の経過が異なる13）。その中で、幼児期から学童期の子ども

に見られる大きな特徴は、脳神経系や感覚器系といった神経系が急激に発育することである。その

ため、この時期には運動をコントロールする能力が急速に発達し14）、結果として、姿勢の変化や安

定性を伴う平衡系、重心の移動を伴う移動系、人や物を操作する操作系に分けられる基本的動
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作15-19）の大半を大人と同等の種類まで獲得してしまう20）。そしてその後、それらの動作は、より「洗

練化」され、「多様化」されていく15）。

一方、この時期の子どもたちは、体重当たりでみれば、大人と同等の低強度・持久的能力をもつ

ものの、高強度・パワー的能力は圧倒的に大人より低い21）。したがって、幼児期には、思春期に大

きく伸びる筋力や瞬発力といった強度の高い運動ではなく、持久的な運動を主としながら、神経系

と関係する身体の様々な動きをコントロールする能力を獲得する取り組みを重視することが求めら

れる22）。

運動学習では、経験した運動の中で得られる様々な動きのイメージをもとに、新しい動きを獲得

していく23）。幼児期に様々な基本的動作を経験することは、それ以降のより複雑で多様な動きの獲

得や洗練を容易にし、体力や運動能力を総合的に高めることにつながる2, 24）。したがって、幼児期

における運動経験は、その時期においてだけではなく、一生涯を通じて身体の動きを適切にコント

ロールする能力に大きな影響を及ぼすと考えられる。

2-2. 心身の健康を増進する基盤の獲得

幼児期・学童期における身体活動は、その後の様々な身体機能にも大きな影響を及ぼす。例えば、

学童期初期の跳躍運動は成人期初期まで骨塩量を高水準で維持することに寄与する25）、幼少年期に

おける自重を負荷とする遊びは年齢相応の筋組織の発達を促す26）、幼児期の身体活動は思春期の最

大酸素摂取量の増加に関与する27）、などである。また、週3 ～ 7回、30 ～ 60分にわたる中等度の身

体運動は肥満小児の体脂肪及び内臓脂肪を減少させることも示されている28）。幼少年期に身体活動

量が少ない子どもは、思春期以降に生活習慣病の発症率が上がることが報告されており29）、幼少期

における積極的な身体運動は、その後の生活習慣病の予防においても重要となる。

身体活動は身体的な側面だけでなく、心の健康にも影響を及ぼす。身体運動は、脳への酸素供給

を増加させ、「気晴らし効果」をもたらす30）。それは、脳の情緒・感情を制御する領域に直接働き

かけ、精神的な健康を増進することから、心の健康的な発達にとっても極めて重要である31）。

幼少期における身体活動は、「幼少期の健康状態の直接的な改善」だけではなく、「成人期への生

物学的持ち越し効果」「成人期への運動習慣等の行動の持ち越し効果」といった生涯にわたる影響

をもつ1）。幼児期の身体活動はその後の運動習慣や健康状態の基盤となり、その後の発育発達や生

涯にわたる心身の健康にも大きな影響を及ぼすことになる。

3. 幼児期における基本的動作の獲得と体力・運動能力の向上に関する現状と課題

3-1. 幼児の基本的動作と体力・運動能力の現状

児童の体力・運動能力は、1985年頃をピークとして長期的に低下し、現在も低い水準で推移して

いる32）。また、児童の体力テストでは、総運動時間が長いほどその得点が高く、短いほど低くなる
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二極化傾向が見られる6）。これらのことは、体力・運動能力の平均値の低下要因が普段よく動く子

どもとあまり動かない子どもの体力・運動能力の格差にあることを示している33）。さらに、総運動

時間が長い場合でも体力の低下が見られることから、総運動時間だけでなく、身体運動の強度につ

いてもその低下が指摘されている34）。事実、中強度以上の身体運動を週2回以上実施している子ど

もは、オーストラリアやドイツでは7 ～ 8割に達しているのに対し、日本では3割程度でしかない35）。

そして、このような体力・運動能力の低下傾向3）や二極化傾向5, 6, 36, 37）は、幼児期からすでに見ら

れることが報告されている。

体力・運動能力の量的側面だけではなく、最近の子どもたちには、動きがぎこちなく、自分の身

体を上手くコントロールできない質的な低下傾向もみられる38）。1964年から1997年までのスポーツ

テスト（旧体力テスト）の成績は、筋力や持久力に比べ、走る、投げるといったスキルを必要とす

るテストにおいてより顕著な低下を示した。これは、運動をコントロールする調整力の発達に懸念

を生じさせるものであり33）、幼児期においても同様な指摘がある39）。2007年の幼児に見られる7種

類の基本的動作は、1985年と比較してその未熟さの割合が高くなり、5歳児の基本的動作は1985年

の3歳児に相当したことが報告されている4）。したがって、残念ながら、基本的動作の質的な低下

と運動能力の量的な低下は、現在の幼児期の子どもたちに見られる特徴といえる。

3-2. 身体運動の減少とそれに伴う問題

現在の子どもたちの体力・運動能力と動きの質の低下は、近年の急激な社会環境の変化による彼

らの時間・空間・仲間の三間や手間、遊びの方法の減少とそれらに関連する身体活動の機会の減少

に大きく依存する40, 41）。実際、学童期の子どもにおける1日の歩数の平均は、1980年代の約17000歩

から2000年代の約14000歩へと年々低下している42）。このような身体活動量の減少や活動強度の低

下、基本的動作の未習得は、怪我・傷害件数の増加やそのケガの半数以上が頭部や顔のケガである

こと43）と無関係ではないように見える。以前は成人特有とされていた肥満や生活習慣病44-46）、精神

疾患47）なども幼少年期から見られるようになり、身体活動離れは、身体的な健康だけではなく、

精神的な健康にも影響が及んでいる。したがって、保育所や幼稚園などの保育施設における生活時

間が1日の大半を占める幼児期の子どもたち12）にとっては、そこでの身体活動機会の確保や様々な

動きの種類の獲得が心身の健全な発育発達や健康を保証する重要なカギになる。

4. 園における運動指導の現状と課題

4-1. 園における運動指導の現状

身体運動の重要性を認識し、保育時間内に運動指導を行っている園は、調査した園の74.4％に達

していたことが報告されている7）。そのような園において、運動指導を行っている者は、体育専門

の指導者が75.6％、幼稚園教諭である担任が29.8％であった8）。その中で指導されていた運動は、
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2002年の調査では、体操が61.1％で最も多く、次いで水泳44.4％、マット・跳び箱・鉄棒が40.3％、

縄跳びが40.3％、サッカーが27.8％、サッカー 27.8％、散歩26.4％、マラソンが23.6％、野外活動が

16.7％、いろいろな運動遊びが11.1％であり、2010年の調査では、体操・リズム体操が63.2％、縄

跳び、水泳、サッカー、マラソン、マット、跳び箱、鉄棒を含む運動遊びなどが22.8％であった8）。

このように、園では、主に外部派遣の体育専門の指導者による上記のようなスポーツに必要な技

術を中心とした指導が行われている現状がある。しかし、そのような指導では子どもの特性が考慮

されていないといった指摘もある48）。幼稚園教諭のほとんどは、子どもたちの体力に関心をもち、

戸外での自主的な遊びや運動遊びを大切にした活動を行っている7）。しかし、外部の運動指導者に

その指導を依頼している園では、体力に対する関心の高さは同じであっても、運動（スポーツ）の

技術的な側面により強い関心をもち、その技術を中心とした外部指導者の指導に対して満足度が高

い特徴がみられる49）。

4-2. 運動の指導方法と運動能力の発達

運動技術を中心とした運動の指導では、同じ運動、同じやり方を繰り返し行っていく一斉指導が

採用されている場合が多い。しかし、一斉指導は、子どもたちに経験させたい動きを確実に経験さ

せることができる50）一方で、１）子どもの活動や動きを制約し、指導内容以外の活動や動きを経

験しにくくする、２）自主性が尊重されず、受け身になることで意欲を低下させる、３）指示され

た運動ができた時のみ褒められる、などの欠点をもつ8, 11）。

子どもたちは、興味のある遊びを何度も繰り返し、試行錯誤していく中で、様々な動きを発達さ

せ、洗練させていく11）。そして、そこで得られた新たな発見や工夫は、彼らの活動への動機づけを

より高めることにつながる51）。そのため、実際には、保育の一環として運動指導を行っている頻度

が高い園よりも低い園の方が子どもたちの運動能力が高く10）、指導者が決めた運動を行っている園

よりも、子どもたち自身が活動内容を決め、遊んでいる園の方が運動能力8）も様々な基本的動作を

経験する頻度も高いことが示されている24）。

しかし、体育の専門家により提供された運動が、楽しく、遊び心のある、友だちと協力しながら

行うゲームなどであった場合、幼稚園のクラス担任の監督のもとで行う自由活動より、子どもたち

の運動能力を発達させたという報告も見られる52）。このことは、運動能力の発達を促進させるには、

一斉指導、自由遊びといった形態に関わらず、子どもたちの興味を掻き立て、動機づけを高める適

切な場を提供する指導が最も有効となる可能性を示唆する。運動実践活動を行っている園は、その

内容や取り組み方は異なっても、全く行っていない園に比べて体力・運動能力の向上がみられると

いう報告53）はそれを支持している。

4-3．運動の指導方法とそこで経験する基本的動作

幼児の主体的な活動を引き出すよう配慮した一斉指導型の運動遊び場面と、彼らが遊びたくなる
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ような環境の工夫をした自由遊び型の運動遊び場面を比較した研究では、出現した基本的動作の種

類と頻度は自由遊び型の方が高かったことが報告されている50）。しかし、自由遊びの中で経験する

基本的動作の種類数や頻度は、運動能力の高い子どもの方が高く24, 54, 55）、活動量の多い活発児の方

がその種類数が多くなるといった偏りが見られる56, 57）。

このような偏りは、遊びの内容と経験する基本的動作の関連により生じると考えられる58）。子ど

もたちは、個々の特性（身体活動量など）によって自由遊びの中で嗜好する遊びが異なり、それに

より経験する基本的な動作にも偏りが生じてしまう9, 55）。そして、この偏りは、日常生活の中で出

現しやすい動作、物理的な環境や場面に依存して出現する動作11）、そして遊びの内容やそこで使用

する遊具と関連して出現する動作などに依存する56, 58）とともに、それぞれの遊びに必要とされる

基本的な動作以外の動きは出現しにくいといった特徴9）にも影響される。したがって、自由遊びに

は、その状況において、発生しにくい基本的動作があることが示唆される。

また、自由遊びで経験する動作の種類・頻度と基本的動作の発達との関連は低いことが報告され

ている。すなわち、自由遊びの中で多くの動作が見られたとしても、それだけでは基本的動作が十

分に洗練化されない可能性が高い59）。このことは、より多くの動作を経験させるだけでなく、それ

を洗練させていく過程についても考える必要性があることを示している。

4-4. 園における運動指導の課題

運動学習では、経験した運動の中で得られた様々な動きの抽象的なイメージをもとに、新しい動

きが獲得される23）。そのため、幼児期には、発生しにくい動作も含め、できるだけ多くの基本的動

作を経験できるような機会の提供が必要である。

子どもたちの運動量を増加させる1つの要因として、遊びの展開やその持続を促進する保育者の

働きかけがあげられている60）。保育者による働きかけが子どもの運動量を増加させることができる

とすれば、それは、子どもたちにより多くの様々な動きの経験を積ませる機会を多くすることにも

つながる。したがって、子どもたちが頻繁に経験している基本的動作の実態を把握し、それら以外

の出現機会の少ない動きも含めた様々な基本的動作を引き出していく意図的な環境構成や働きかけ

を保育者が考えることが、子どもたちの様々な基本的動作を引き出すカギになる9）。

これらのことから、子どもたちに様々な動きを経験させ、運動能力の発達を促すには、保育者が

１）出現機会の少ない動きを彼らが経験していけるような自発的な遊びを導く働きかけをどのよう

に行うか、２）その後の動きの洗練化を促すような働きかけをどのように行うか、そして３）一斉

指導であれば、運動技術の上達だけではなく、運動への動機づけを高めるような楽しく、遊び心の

ある画一的でない指導をどのように行うかが課題になると考えられる。

6
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5. 基本的動作の獲得を目的とした運動遊びのプログラムの効果

子どもたちに様々な基本的動作を経験させ、その能力の発達を促すには、保育者の働きかけが重

要な役割を果たす。しかし、現実には、幼稚園や保育所等において、子どもたちの運動に対して何

から着手してよいかわからないといった保育者の力量不足61）やそれらに伴う外部指導者への依

存7, 62）といった課題があげられている。そのため、保育者が保育現場で活用でき、かつ子どもたち

が楽しく運動できるような様々な運動遊びのプログラムが現在検討されている。

子どもたちの運動能力向上を目的として検討された運動プログラムは、2000年以降をみただけで

も、ラダーやボール、バランスマット、平均台、サーキット、ライン等を用いた様々なものがあげ

られる63-68）。動作に関しても、基本的なボール操作69）やボールの持ち方、捕り方、投げ方のフォー

ムの指導を中心としたボール運動プログラム70）が検討され、それらが投球・捕球の動作を向上さ

せたことが報告されている。しかし、平均10週間ほどの比較的短期間で行われたこれらのプログラ

ム介入に対する平均効果量は中程度であり、その介入効果はそれほど高いものではなかった71）。今

後は、それらのプログラムを継続的に実施し、その効果を高めることが期待されている71）が、ど

のようなプログラムにせよ、子どもたちがより多くの基本的動作を獲得し、その質や運動能力を向

上させることのできる具体的な働きかけや指導の方法を確立させ、長期間にわたる検討を行うこと

が必要である。

6. 結論と今後の展望

現在、園における運動指導は、専門の指導者による一斉指導という形で行われている場合が多い。

しかし、一斉指導がもつ指導内容以外の活動や動きの制約、指示された運動ができた時のみの賞賛、

自主性の低さによる意欲の低下といった特徴は、子どもたちの動きが興味ある遊びの繰り返しの中

で獲得され、発達し、洗練されていく過程にはそぐわない8, 11）。実際、運動中に出現した基本的動

作の種類とその頻度は、一斉指導型の運動場面より自由遊び型の場面の方が高くなる24, 50）。また、

その運動能力も、保育の一環として運動指導を行っている頻度が低い園の方が高く10）、子どもたち

自身が活動内容を決め、遊んでいる園の方が高い8）。

一方、体育の専門家による指導が、遊び心があり、友だちと協力しながら楽しく活動していく中

で行われた場合は、園のクラス担任のもとで自由に遊ぶ活動よりも子どもたちの運動能力が向上し

たという報告も見られる52）。このことは、運動能力の発達やその動きの獲得の促進には、指導の形

態に関わらず、子どもたちの興味を掻き立て、動機づけを高め、自主的に試行錯誤していく活動が

生じる適切な場（機会）を提供することが重要であることを示す。さらに、その中で、普段の遊び

では出現することの少ない動作も含めたより多くの動作を引き出していく意図的な働きかけあるい

は指導を行うことが有効になる9）。特に、子どもたちの遊びの展開やその持続を促進する保育者の

働きかけは、子どもたちの運動量を増加させながら、様々な動きの経験を多く積ませることができ
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る可能性をもつ60）。

幼少期の運動の好き・嫌いは、その後の運動習慣や体力・運動能力に大きな影響を与える72）。そ

のため、幼児期に動く楽しさを感じさせながら、様々な基本的動作を獲得させ、その能力を発達さ

せていく取り組みは重要である。子どもたちの自発的な遊びの中で様々な動きや豊富な運動量を導

いていく保育者の働きかけや楽しく遊び心のある運動を用いた一斉指導の活用は、その有望な取り

組みの１つになる。しかし、このような働きかけや一斉指導を保育現場で活用するには、子どもた

ちが出現機会の少ない動きを経験していけるような自発的な遊びを導く働きかけ、様々な動きを継

続的に経験させ、その動きの洗練化を促すような働きかけ、そして運動技術の上達だけではなく、

運動への動機づけを高めるような楽しく、遊び心のある画一的でない一斉指導をどのように行うか、

といった具体的な課題を解決する必要がある。そして、それらの結果として、実施に子どもたちが

多くの基本的動作を獲得し、その質や運動能力を向上させることができたかについて、長期間にわ

たる検討を行うことが必要である。
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